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発・受振子の好適設置位置を決定するための条件式 
デルタ方式          Tc-To法 

探傷部での伝播時間 tcnの測定 

発振子と受振子の設置 
発振子からひび割れまでの距離Tn 
受振子からひび割れまでの距離Rn 

（探傷部について） 

Tn > 部材厚さ 
Rn > 部材厚さ 

発振子と受振子 
の移動 

健全部での伝播時間 tonの測定 

発振子と受振子の設置 
（探傷部における端子設置位置と同じ） 

（健全部について） 

測定点数 
探傷部=健全部 

発振子と受振子 
の移動 

k：補正係数（0.60～0.86）

ひび割れ深さの推定 
デルタ方式           Tc-To法 

（a = T = R）

 
条件式Anが最小値となる（T，

R，tc，to） 
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